
 
 
 
 
 

収蔵資料の紹介「宮城球場スコアボード建築工事」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１頁

開館５周年記念特別展「旧仙台藩士の北海道移住」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２頁

市町村文書管理研修会・宮城県一口知識・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３頁

関係機関から寄贈された主な図書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４頁

 
 

れ
ば
、
工
事
金
額
「
壹
百
弐
拾
壹
萬
五
千
円
」
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

 
 
  

(

昭
和
三
十
三
年
当
時
の
宮
城
球

場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
写
真
） 

 1
     

県
営
宮
城
球
場
は
、
昭
和
二
十
七
年
十
月
に
本
県
内
各
地
域
を

会
場
と
し
て
第
七
回
国
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
る
に
伴
い
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
宮
城
野
原
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
総
合
運

動
場
の
一
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
、
昭
和
二
十
五
年
五
月
に
完
成

し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
プ
ロ
野
球
、
高
校
野
球
な
ど
の
県
民
利
用
に
供
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
年
に
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
が
民
間
企
業

な
ど
の
寄
付
に
よ
っ
て
一
部
改
修
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
も
の
の

内
外
野
ス
タ
ン
ド
な
ど
は
老
朽
化
が
激
し
く
全
面
改
修
が
望
ま
れ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。 

平
成
十
六
年
十
一
月
宮
城
県
を
本
拠
地
と
す
る
プ
ロ
野
球
球
団

と
し
て
「
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
」
が
誕
生
し
、
平

成
十
七
年
三
月
県
営
宮
城
球
場
が
、「
フ
ル
キ
ャ
ス
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

宮
城
」
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
本
県
は
も
と
よ
り
東
北
全
体
の
地
域
活
性
化
と
ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
向
上
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

宮
城
球
場
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
も
新
し
く
な

り
、
こ
れ
ま
で
名
前
な
ど
手
書
き
で
行
っ
て
い
た
作
業
が
不
要
と

な
り
ま
し
た
。 

 
 

当
館
所
蔵
の
宮
城
球
場
に
関
す
る
当
時
の
公
文
書
が
少
な
い
中

で
昭
和
三
十
三
年
当
時
建
築
さ
れ
た
「
宮
城
球
場
ス
コ
ア
ボ
ー
ル

ト
建
築
工
事
」
の
支
出
伺
い
（
昭
和
三
十
三
年
五
月
発
議
）
に
よ

（
Ｓ
三
十
三
―
〇
一
〇
四
）

収
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当館で所蔵している主な展示資料 

  
旧旧
仙仙
台台
藩藩
士士
のの
北北
海海
道道
移移
住住 

宮宮
城城
県県
公公
文文
書書
館館
開開
館館
五五
周周
年年
記記
念念
特特
別別
展展

・刈田郡における帰農

・片倉家の家来の内帰

・刈田・柴田・伊具・

による仙台藩重臣か

・「北海道移住遅延に

・来春には大挙移住さ

・伊達藤五郎等の旧家

たい旨願 
・白石城取り壊しの達

・白石城の解体売却に

・移住人調 
・伊達英橘北海道移住

・北海道移住の際借用

 
・北海道移住者の除籍

 
・困窮者の帰農につい

 
・北海道移住者でまだ

・開拓使官製の春蚕種

・北海道移住希望者に

 
・北海道移住志願者徴

・北海道移住に関する

 

宮
城
県
公
文
書
館
は
、
今
年
四
月
に
開
館
五
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。 

平
成
十
三
年
四
月
に
開
館
し
、
こ
の
ほ
ど
五
年
目
を
迎
え

た
の
を
機
に
、
な
お
一
層
公
文
書
館
の
活
動
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
、
特
別
展
「
旧
仙
台
藩
士
の
北
海
道
移

住
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。 

明
治
初
期
、
北
海
道
に
移
住
し
た
亘
理
伊
達
家
の
領
主
伊

達
邦
成
は
じ
め
旧
仙
台
藩
士
が
、
主
従
一
体
と
な
っ
て
厳
し

い
条
件
の
下
で
艱
難
辛
苦
の
末
に
成
功
を
収
め
ま
し
た
。 

こ
の
特
別
展
で
は
、
こ
れ
ら
の
北
海
道
移
住
に
関
す
る
旧

仙
台
藩
の
文
書
や
写
真
・
絵
図
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

六
月
二
十
五
日
に
は
、
宮
城
県
図
書
館
長
の
伊
達
宗
弘
氏

を
講
師
に
迎
え
「
仙
台
藩
士
と
北
海
道
開
拓
史
」
と
題
し
て

記
念
講
演
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
の
好
評
を
得
ま
し

た
。 

 

（
Ｓ
〇
二
―
〇
〇
二
一
） 

 

 
 

展 示 資 料 名 作成年度 摘      要 
 
 
 
 
 
 
 

者数調 
農する者の取扱

亘理・宇田五郡

ら弁官あての嘆

ついての取調べ

せたい旨の伊達

来で北海道移住

依頼と伊達藤五

ついて 

のため蒸気船拝

した三千両返納

通知伺 

て 

現地に居る者に

の試験飼育に対

対する北海道の

募 
事績調査書 
い 
を南部藩へ引渡しを求められたこと

願書 
よとの通知」に対する回答 
藤五郎から儀部寮へあてた届 
をあきらめ帰農を望む者を帰農させ

郎等の旧居宅の取り扱いについて 

借願 
遅延につき下渡金願 

ついて 
する謝礼文 
事情説明と移住する場合の心得諭達 

明治２年 
〃 
〃 
 

明治３年 
〃 
〃 
 

〃 
〃 
〃 

明治４年 
明治５年 
 
明治６年 

 
〃 
 

〃 
明治10年 

明治16年 

〃 
明治18年 

大正５年 

御用留４冊ノ４ 

明治己巳往復 

 

 

御達御届留明治３年公用局 

〃 

官省伺届 明治２～３年角

田県 

〃 

〃 

 

両京状御用留 史生方 
使府県掛合綴 明治５～

６年磐前県 

使府県往復綴 二 磐

井県第一課 戸籍係 

使府県掛合綴 明治５～

６年磐前県 

〃 

官省使文章一太政官等 
内務省農商務省達 土

木課 
本県告示 衛生課 
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■
宮
城
県
の
一
口
知
識
■ 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
   

平
成
十
六
年
十
二
月
十
日(

金)

に
、
市

町
村
合
併
等
に
伴
う
公
文
書
の
散
逸
や

安
易
な
廃
棄
を
防
止
す
る
た
め
、
市
町
村

の
文
書
管
理
担
当
職
員
を
対
象
に
研
修

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
二

十
五
市
町
村
か
ら
二
十
八
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。 

研
修
会
は
、
始
め
に
新
潟
県
立
文
書
館

の
主
任
文
書
研
究
員
で
あ
る
中
川
浩
宣

氏
か
ら
「
市
町
村
合
併
に
伴
う
公
文
書
保

存
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

内
容
は
、
新
潟
県
歴
史
資
料
保
存
活
用

連
絡
協
議
会
が
行
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
（
市
町
村
に
対
す
る
講
座
や

研
修
会
等
）
と
公
文
書
保
存
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
何
故
作
成
す
る
に
至
っ

た
の
か
と
い
う
経
緯
と
そ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
情
報
提
供
と
し
て
公
文
書
館
長

よ
り
「
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
あ
る
公

文
書
等
の
選
別
に
つ
い
て
」
国
や
全
史 

料
協
の
動
き
な
ど
を
基
に
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

な
お
、
研
修
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の

話
は
、
大
変
わ
か
り
や
す
く
具
体
的
な

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
た
め

に
な
り
ま
し
た
。
」「
合
併
の
文
書
管
理

の
打
合
せ
中
で
す
が
、
新
市
に
お
け
る

管
理
の
話
は
あ
り
ま
す
が
，
過
去
の
も

の
の
話
が
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
の
文
書

保
存
の
重
要
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
」
な
ど
多
数
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

「「「
宮
城
県
に
残
る
探
検
家
白
瀬
矗
の
軌
跡
」

宮宮
城城
県県
にに
残残
るる
探探
検検
家家
白白
瀬瀬
矗矗
のの
軌軌
跡跡
」」

公公公
文文文
書
管管管
理理理
保保保
存存存
研研研
修修修
会会会   
書書

明
治
の
末
に
南
極
大
陸
を
探
検
し
、
現
在
も

南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
に
そ
の
名
を
残
す
「
白

瀬
矗
（
し
ら
せ
の
ぶ
）
」
が
、
一
時
期
宮
城
県
職

員
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。 

 

白
瀬
矗
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
、
秋
田

県
由
利
郡
金
浦
村
（
現
・
金
浦
町
）
の
生
ま
れ

で
、
子
供
の
頃
に
寺
子
屋
の
師
か
ら
聞
い
た
北

極
の
話
に
感
動
し
て
「
北
極
を
探
検
し
た
い
。
」

と
の
夢
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
お
寺
の
後
継
ぎ

で
あ
り
ま
し
た
が
、
僧
侶
に
な
っ
た
の
で
は
探

検
が
で
き
な
く
な
る
と
の
思
い
か
ら
軍
人
に
な

る
道
を
選
ん
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
十
八

歳
の
と
き
に
陸
軍
の
下
士
官
養
成
機
関
で
あ
っ

た
教
導
団
に
入
り
、
二
年
間
学
ん
だ
後
、
明
治

十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
伍
長
と
し
て
仙
台
に

赴

し
て
来
ま
し
た
。 

任

 

明
治
二
十
年
に
仙
台
の
女
性
と
結
婚
し
、

そ
の
後
、
二
十
六
年
に
予
備
役
と
な
っ
て
軍
隊

を
離
れ
、
二
十
九
年
ま
で
に
二
度
に
わ
た
り
千

島
探
検
を
行
う
な
ど
北
極
探
検
の
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
十
数
年

の
歳
月
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
四
十

三
年
か
ら
四
十
四
年
に
か
け
て
、
南
極
探
検
（ 

（
Ｓ
二
十
八
―
二
〇
三
一
）

  
  
  
  
  
  
  
  

  
前極探遂

 

は月のまお第で  

 3
 

年
、
ア
メ
リ
カ
の
探
検
家
ピ
ア
リ
ー
に
北

探
検
の
先
を
越
さ
れ
、
そ
の
目
標
を
南
極

検
に
切
り
替
え
た
。
）
と
い
う
快
挙
を
成
し

げ
た
の
で
し
た
。 

宮
城
県
職
員
と
し
て
在
職
し
て
い
た
の

、
そ
の
十
数
年
の
う
ち
明
治
三
十
二
年
十

か
ら
三
十
五
年
六
月
ま
で
の
三
年
足
ら
ず

一
時
期
に
過
ぎ
な
い
間
で
し
た
が
、
軍
人

た
県
職
員
な
ど
長
い
間
仙
台
で
過
ご
し
て

り
、
矗
に
と
っ
て
仙
台
そ
し
て
宮
城
県
は
、

二
の
故
郷
と
も
言
え
る
土
地
で
あ
っ
た
の

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

白
瀬
矗
が
起
案
し
た
文
書 

（
Ｍ
三
十
五
―
〇
〇
一
六
） 



 
『
足
利
義
満
と
東
寺
』 京

都
府
立
総
合
資
料
館

 

『
い
ち
は
さ
ま
の
文
化
遺
産
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
迫
町

 

『
叡
智
の
杜
』 

宮
城
県
図
書
館

 

『
学
校
教
材
史
料
集
』 

栃
木
県
立
文
書
館

 

『
記
録

・
昔
』 

で
辿
る
那
覇
の
今

 
 
 
 
 
 
 

沖
縄
県
公
文
書
館

 

『
ぐ
ん
ま
の
資
料
』 

群
馬
県
立
文
書
館

 

『
市
史
せ
ん
だ
い 

第
十
四
号
』 

仙
台
市

『
写
真
集 

沖
縄
戦
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沖
縄
県

 

関関関
係
機
関
か
ら
寄
贈

さささ
れ
た
主
な
図
書   

（（
敬
称
略
）  

係係
機機
関関
かか
らら
寄寄
贈贈

れれ
たた
主主
なな
図図
書書

（
敬敬
称称
略略
）） 
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  東

  口

 西

 口

仙 台 サ ン プ ラ ザ フル キ ャス トス タジ ア ム 宮 城

至 　県 庁 ・ 市 役 所

国 道 ４ ５ 号
至  塩 釜

 榴 ヶ 岡 公 園

榴 ヶ岡仙 台

仙
　
台
　
駅

第 四 合 庁

第 三 合 庁

宮 城 県 公 文 書 館
（み や ぎ NPO プ ラ ザ ）

宮 城 野 原

宮 城 県 公 文 書 館 案 内

利
用
案
内   

利利
用用
案案
内内

公
文
書
館
だ
よ
り 

―
第
七
号
―

平
成
十
七
年
七
月
一

 

発
行 

 

日

宮
城
県
公
文
書
館 

 

編
集
発
行

〒
九
八
三
―
〇
八
五
一 

 

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
ヶ
岡
五 

℡
〇
二
二
―
七
九
一
―
九
三
三
三

開
館
時
間 

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

休 

館 
 日

月
曜
日 

国
民
の
祝
日
・
休
日 

（
土
曜
日
・
日
曜
日
に
当
た
る
日
を
除
く
）

年
末
年
始 

臨
時
休
館
（
特
別
整
理
期
間
等
） 

交
通
の
ご
案
内 

 

○

電
車
の
場
合 

 
 

Ｊ
Ｒ
仙
石
線
榴
ヶ
岡
駅
下
車 

（
徒
歩
７
分
）

○

バ
ス
の
場
合 

 
 

仙
台
市
営
バ
ス
，
宮
城
交
通 

「
第
四
合
同
庁
舎
前
」
下
車 

（
徒
歩
３
分
）

『
善
光
寺
道
』 

長
野
県
立
歴
史
館

 

『
租
税
資
料
官
報
』 

租
税
資
料
館

 

『
東
北
大
学
百
年
史
』 

東
北
大
学

 

『
阪
神
淡
路
大
震
災 

記
録
集
成
』 

全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会 

  
『
美
術
工
芸
資
料
図
録
』 

東
北
歴
史
博
物
館

  

『
宮
城
県
の
近
代
化
文
化
遺
産
』 

宮
城
県

 

『
宮
城
県
の
古
建
築
』 

宮
城
県

『
宮
城
県
の
文
化
財
』 

宮
城
県

  

『
も
の
し
り
大
学
院
』 亘

理
町
立
郷
土
資
料
館

  

『
豊
の
国
の
も
の
づ
く
り
』 

大

 

分
県
立
先
哲
史
料
館

（
図
書
名
ア
イ
ウ
エ
オ
順
） 


